
プレスリリース 

第 32 回特種東海製紙 紙わざ大賞 巡回展 

2025 年７月 19 日（土）～ ８月 31 日（日）  

 

「紙」の可能性と自由な発想から生み出される「紙わざ大賞」 

第 32 回を迎えたコンペティションの受賞作品を展示 

 

「紙」の可能性を追求し自由な発想で生み出された創作をテーマにしたコンペティション「紙わ

ざ大賞」。ペーパーアートのコンテストとしては最も古く、昨年第 32 回を迎えたこのコンペは、ク

リエイターや学生、クラフト作家などの登竜門としても知られています。もとは 1991 年静岡県島田

市の市民団体「島田紙わざ探検隊」によって始められ、現在は特種東海製紙が主催しています。 

紙が使用された作品で、平面、立体などの形態は問わず、使い方は自由という条件のもと、毎年、

全国から数百点の作品が寄せられています。使用される紙は、色や模様が豊富で、風合い、手ざわり

に特徴を持たせたファンシーペーパーをはじめ、新聞紙、ダンボール、和紙など多種多様な紙が使

用されています。しなやかさやハリ、強さなどを合わせ持つ「紙」という素材だからこそできる作品

や、本当に紙でできているの？と驚かされる作品など、様々な「かみわざ」の世界を、この機会にど

うぞお楽しみください。 

 

展示概要 

1. 名 称    「第 32 回特種東海製紙 紙わざ大賞 巡回展」 

 

2. 会 期   2025 年 7 月 19 日（土）～ 8 月 31 日（日） ※会期中、展示替えあり 

 

3. 開館時間 10：00～17：00 （入館は閉館の 30 分前まで） 

 

4. 休館日 月曜日（祝日の場合は開館）、7/22(火）、7/23（水）、8/12（火）、8/13（水） 

 

5．会 場 公益財団法人 紙の博物館  4 階企画展示室  

〒114-0002 東京都北区王子 1-1-3（飛鳥山公園内）  

TEL:03(3916)2320  FAX:03(5907)7511   

URL: https://papermuseum.jp/ 

2025 年 6 月 

https://papermuseum.jp/


 

6．主 催 公益財団法人 紙の博物館 ／ 特種東海製紙株式会社 

 

7．協 力 特種東海製紙グループ 

 

8．入館料   一般 400 円／小中高 200 円 

＊身体障がい者手帳、愛の手帳（療育手帳）または精神障がい者福祉手帳を 

お持ちのご本人は無料、介助の方は半額となります。  

 

9.  交 通 JR 京浜東北線 王子駅南口下車 徒歩 5 分 

 東京メトロ南北線 西ヶ原駅下車 徒歩 7 分 

 東京さくらトラム（都電荒川線） 飛鳥山停留場下車 徒歩 3 分 

 都バス 飛鳥山停留所下車 徒歩 4 分  

 

10. お問い合わせ先 

公益財団法人 紙の博物館 学芸部 小嶋・平野（広報担当） 

TEL:03-3916-2320  FAX:03-5907-7511 E-mail:gakugei@papermuseum.jp 

 

 

会期中のイベント 

◆印は申込制：詳しくはホームページをご覧ください。 

https://papermuseum.jp/ja/event/ 

 

◆ 自由研究「紙を知ろう」 

日時：7 月 31 日（木）13：30 ～ 15：00／定員：18 名／費用：無料（入館料別）  

対象：小学 4 年生～6 年生／講師：紙の博物館 学芸部長 

紙はどうやって作るのか？紙を使うために大切なことは何か？を動画や簡単な実験をまじえ

て、やさしく説明します。紙すき体験で、はがきもつくります。 

 

◆ 野菜から紙をつくろう 

日時：8 月 7 日（木）13：30 ～ 15：00／定員：10 名／費用：200 円（入館料別）  

対象：小学 4 年生～中学生／講師：紙の博物館 学芸員 

持ち物：①フェイスタオル２枚 ②エプロン ③A4 サイズの封筒を折らずに持ち帰れる袋 

紙はセンイからできていることを、野菜（ネギ）から紙をつくることで体験しましょう。 

その他に、牛乳パックを再生した原料でも、はがきづくりに挑戦します。 

https://papermuseum.jp/ja/event/


◆ 親子で牛乳パック工作 

日時：8 月 14 日（木）13：30 ～ 15：00／定員：親子 12 組／費用：無料（入館料別）  

対象：小学校低学年と保護者／講師：紙の博物館 学芸員 

持ち物：①ハサミ ②カッター ③1000ml の牛乳またはジュースのパック 2 枚 

牛乳パックを利用して、オリジナルの「びっくり箱」をつくります。 

 

● 夏休み図書室自由研究フェア 

日時：7 月 19 日(土)～8 月 31 日(日)【予約優先・休室日あり】 

費用：無料（入館料別） 

図書室で、紙をテーマとした自由研究のヒントになる本を紹介します。 

図書室には、紙を使った実験・工作、紙作り、紙に関する調べ学習など、子ども向けの本があ

ります。 

 

● 紙すき教室 

日時：毎週土・日曜、7 月 21 日（月・祝）、8 月 11 日（月・祝）13：00 ～ 14：00  

【7 月 21 日、8 月 11 日は祝日特別紙すき教室】 

定員：なし（整理券配布・予約不可）／費用：無料（入館料別） 

「紙」についての説明の後、牛乳パックを再生した原料から「はがき」または「しおり」を 

つくります。流れ作業で、乾燥して紙が完成するまで、お一人 10 分程度かかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



広報用画像 

 

画像１ 
大賞「夕方の風」 
SaihouShibata 

画像 5 
SDGｓ賞「学習支援ツールとしての  

ペーパークラフト ～彩り果物～」 
mogami 

画像 6 
学生賞「欲望」  

高 詩棋 

画像３ 
特種東海製紙賞「大宜都比売 in 古事記」 

赤木利正 

画像４ 
SDGｓ賞「紙袋へのアンチテーゼ」 

髙橋竜輝 

画像２ 
準大賞「アーチ・枯れたオアシス」 

山本祥太郎 



紙の博物館企画展 

「第 32 回特種東海製紙 紙わざ大賞 巡回展」広報用画像貸出申込書   

FAX 番号 03-5907-7511  E-mail：gakugei@papermuseum.jp 

紙の博物館「第 32 回特種東海製紙紙わざ大賞 巡回展」担当宛 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本企画展プレスリリースに掲載している画像 6 点を、広報素材としてご提供します。 

ご希望のデータ番号にチェック・必要事項（太枠内）をご記入の上、FAX かメールでお申込ください。 

＊画像は企画展の広報用としての使用に限ります。会期終了後の利用、また二次利用はお断りします。 

＊画像掲載にあたっては、キャプション・クレジットを必ずご記載ください。 

＊提供した画像は、必ずご利用後、速やかに消去してください。  

＊基本情報の確認のため、校正を担当者までご送付ください。 

＊掲載紙・誌等は、担当者までご送付ください。            

        

       

（事務欄） 

 

会社／所属：                       担当者名： 

住所：〒 

TEL：           FAX：           Email： 

媒体名：                コーナー名： 

媒体種別：□テレビ □新聞 □フリーペーパー □ウェブサイト □その他（         ） 

発行／放送予定日（号）： 

貸出希望日：   月   日    時頃まで  備考： 

印欄 番号 キャプション・クレジット 

□ 1 大賞「夕方の風」 SaihouShibata 

□ 2 準大賞「アーチ・枯れたオアシス」 山本祥太郎 

□ 3 特種東海製紙賞「大宜都比売 in 古事記」 赤木利正 

□ 4 SDGｓ賞「紙袋へのアンチテーゼ」 髙橋竜輝 

□ 5 SDGｓ賞「学習支援ツールとしてのペーパークラフト ～彩り果物～」 mogami 

□ 6 学生賞「欲望」 高 詩棋 

学芸部担当者      ／    確認         ・    ・    ・ 

画像送付  ／       校正  ／   ／     掲載確認  ／     納品  ／ 

  申込日：    年  月  日  

 

（フリガナ） （フリガナ） 


